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新
社
殿
が
竣
工
！

　
平
成
十
九
年
三
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
社
殿

建
設
工
事
は
、
第
一
期
「
進
入
路
及
び
本
殿

移
設
の
た
め
の
造
成
工
事
」、
第
二
期
「
社

殿
基
礎
工
事
及
び
建
設
工
事
」
を
恙
な
く
終

え
、
こ
の
度
そ
の
姿
を
現
し
た
。

　
当
社
の
社
殿
は
双そ
う
で
ん
づ
く

殿
造
り
と
呼
ば
れ
、
拝は
い

殿で
ん

に
二
つ
の
向こ
う
は
い拝
と
祝の
り
と
で
ん

詞
殿
を
有
す
る
特
異

な
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
旧
社
殿
の
様
式
を

継
承
し
つ
つ
、
宮
大
工
の
技
法
を
生
か
し
た

伝
統
的
な
神
社
建
築
と
し
た
。

　
社
殿
は
内
部
に
、
向
拝
、
拝
殿
、
幣へ

い
で
ん殿

、

祝
詞
殿
、神し
ん
せ
ん
し
ょ

饌
所
、受
付
室
、神し
ん
む
し
つ

務
室
、控
室
、

神
具
庫
を
配
し
て
い
る
。

　
屋
根
の
造
り
は
、
幣
・
拝
殿
部
分
を
入い
り
も母

屋や
づ
く造
り
と
し
、
左
右
に
脇
殿
を
連
結
し
、
向

拝
は
大お
お
か
ら
は
ふ
う

唐
破
風
、
正
面
に
は
千ち
ど
り
は
ふ
う

鳥
破
風
を
配

し
、
檜ひ
わ
だ
ぶ
き

皮
葺
と
同
じ
形
に
整
え
、
全
て
一
文

字
銅
板
葺
き
と
し
た
。

　
皆
様
方
の
ご
奉
賛
と
ご
協
力
に
よ
り
、
近

郷
希
な
る
規
模
と
容
姿
持
っ
た
社
殿
が
竣
工

さ
れ
ま
し
た
。

竣工直前の社殿
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十
月
十
七
日
（
土
）

　
三
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
皆
様
に
ご
参
拝

の
ご
不
便
を
お
掛
け
致

し
ま
し
た
が
、
い
よ
い

よ
社
殿
建
築
工
事
が
完

了
し
、
め
で
た
く
竣
工

を
迎
え
る
事
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
も
偏
に
氏
子
の

皆
様
方
の
、ご
奉
賛
と
、

ご
協
力
の
賜
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
十
月
十
七
日
（
土
）

装
い
も
新
た
な
社
殿

で
、秋
季
大
祭
に
併
せ
、

社
殿
竣
工
奉
祝
祭
を
執

行
致
し
ま
す
。

　
竣
工
奉
祝
祭
で
は
、

伊
勢
神
宮
な
ど
で
奉
納

さ
れ
る
舞ぶ
が
く楽「ら
ん
り
ょ
う
お
う

蘭
陵
王
」

奉納行事は、全て社殿内で行われます。見
学の方は、拝殿内の椅子席にてご観覧願い
ます。
駐車場は、中学校、ニュースポーツ公園駐
車場をご利用下さい。　

社
殿
竣
工
奉
祝
祭
執
行

社
殿
建
設
奉
納
金
は

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

　
社
殿
建
設
奉
納
金
は
、
一
括
及
び
分
割
で

の
ご
奉
納
は
十
月
の
集
金
で
最
後
と
な
り
ま

す
が
、
新
規
又
は
追
加
奉
納
は
、
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
受
け
付
け
致
し
ま
す
。

　
六
万
円
以
上
ご
奉
納
の
方
は
、
来
年
一
月

に
集
計
を
行
い
、
お
名
前
の
確
認
を
さ
せ
て

頂
い
た
後
に
、
石
碑
に
お
名
前
を
刻
し
、
来

春
に
は
設
置
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

が
岡お
か
や
ま
が
く
そ

山
楽
所
に
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
す
。「
蘭
陵

王
」
は
龍
頭
を
模
し
た
舞
楽
面
を
着
け
、
金
色

の
バ
チ
を
携
え
て
舞
う
大
変
珍
し
い
舞
楽
で
す

の
で
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

　
尚
、
当
日
は
下
記
に
よ
り
、
終
日
奉
納
行
事

が
奉
納
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
家
族
お
揃
い

で
ご
参
拝
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。
　

蘭陵王

8:30～9:00 八幡神社秋季大祭
10:00～11:30 秋季大祭並社殿竣工奉祝祭（舞楽奉納）
11:45～12:20 社殿竣工奉祝式典
14:00～14:30 岡山楽所「五常楽急（２人舞）・越天楽」
14:40～15:10 倉敷アカデミーアンサンブル
15:20～15:50 ”KIZUNA”木村流大正琴
16:00～16:30 安来節保存会岡山支部
16:40～17:10 如水太鼓
17:20～17:50 風人・早島イ草太鼓
18:00～21:00 備中神楽倉敷社
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P

 
氏
神
さ
ま
で
の

　
　
神
前
結
婚
式

　
新
し
い
社
殿
が
完
成
し
、
内
部
も
旧
社
殿
よ

り
広
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
神
前
結
婚
式
も

ゆ
っ
た
り
と
ご
奉
仕
で
き
ま
す
。

　
新
し
い
人
生
の
門
出
に
、
木
の
香
も
薫
る
新

し
い
荘
厳
な
社
殿
で
の
挙
式
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。

　
雨
天
時
に
は
、
社
殿
西
側
に
車
を
着
け
る
事

も
で
き
、
大
切
な
衣
装
を
濡
ら
す
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
車
椅
子
等

足
の
不
自
由
な

方
も
参
列
で
き

ま
す
。

　
控
室
、
休
憩

室
は
社
殿
内
控

室
及
び
社
務
所

を
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

車椅子等足の不自由
な方専用の駐車場。

（一般の方の駐車はご
遠慮下さい。）

早島中学校
新
し
い
受
付
・
駐
車
場

十
一
月
十
五
日
（
日
）
の
七
五
三
及
び
正
月

三
ヶ
日
の
祈
祷
受
付
は
社
殿
内
の
祈
祷
受
付

室
に
て
行
い
ま
す
。

祝の
り
と
で
ん

詞
殿

祈
祷

受
付
室

祝の
り
と
で
ん

詞
殿

幣
へい

　　殿
でん

拝殿前廊下

向
こう

　拝
はい

向
こう

　拝
はい

控
室

神し
い
ん
む
し
つ

務
室

祭
具
庫

献
幣
使
の
参
向

　
平
安
時
代
に
は
神じ
ん
ぎ
か
ん

祇
官
か
ら
幣へ
い
は
く帛
（
布ふ
は
く帛

等
の
お
供
え
物
）
を
奉
ら
れ
た
「
官か
ん
ぺ
い
し
ゃ

幣
社
」

と
国こ
く
ち
ょ
う庁
か
ら
幣
帛
を
奉
ら
れ
た
「
国こ
く
へ
い
し
ゃ

幣
社
」

と
が
あ
っ
た
が
、
明
治
に
至
っ
て
「
郷ご
う
し
ゃ社
」、

「
村そ
ん

社し
ゃ

」
を
対
象
に
県
知
事
か
ら
例
祭
等
に
幣

帛
が
奉
ら
れ
た
神し
ん
せ
ん
へ
い
は
く
き
ょ
う
し
ん
じ
ん
じ
ゃ

饌
幣
帛
料
供
進
神
社
が
も

う
け
ら
れ
、
当
社
も
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
際

に
は
、
県
知
事
代
理
が
装
束
を
着
け
奉ほ
う
べ
い
し

幣
使

と
し
て
参
向
し
、
幣
帛
料
を
供き
ょ
う
し
ん進し
た
。

　
終
戦
後
、
神
社
の
国
家
管
理
が
幕
を
閉
じ

る
と
共
に
奉
幣
使
の
参さ
ん
こ
う向
も
無
く
な
っ
た

が
、
昭
和
二
十
一
年
設
立
さ
れ
た
神
社
本
庁

で
は
、
神
社
の
例
祭
等
に
献け
ん
ぺ
い
し

幣
使
が
幣
帛
を

供
進
す
る
規
程
を
定
め
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　
当
社
に
お
い
て
は
、
終
戦
ま
で
の
奉
幣
使

を
最
後
に
現
在
ま
で
、
献
幣
使
の
参
向
を
仰

い
で
い
な
い
の
で
、
今
回
百
数
十
年
振
り
に

行
わ
れ
た
「
平
成
の
大
改
築
」
の
佳
節
の
祭

典
に
岡
山
県
神
社
庁
か
ら
献
幣
使
（
庁
長
）

の
参
向
を
仰
ぐ
も
の
で
あ
る
。
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祭
事
暦

４

　  

諸
祈
祷
・
出
張
祭
の
案
内

　
当
社
で
は
左
記
に
よ
り
随
時
ご
奉
仕
致

し
て
お
り
ま
す

♦
初
宮
詣
・
交
通
安
全
・
厄
除
・
安
産
・

　
家
内
安
全
・
当
病
平
癒
・
そ
の
他

♦
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
家
移
清
祓
・
宅
神
祭
・

　
神
葬
祭
等

ご
希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
連
絡
下

さ
い
。

十
月
十
七
日
（
土
）［
午
前
十
時
］

　
秋
季
大
祭
並
社
殿
竣
工
奉
祝
祭

　【
供
膳
祭
】（
奉
納
行
事
・
露
店
あ
り
）

十
月
十
八
日
（
日
）［
午
前
九
時
］　
　
　

　
神
幸
祭

十
一
月
中
　
七
五
三
祈
祷

十
一
月
二
十
三
日
（
月
）［
午
後
二
時
］　

　
新
穀
感
謝
祭

毎
月
一
日
（
午
前
九
時
）
月
次
祭

※
月
次
祭
に
お
詣
り
の
方
は
、
新
拝
殿

　
に
ご
昇
殿
下
さ
い
ま
し
て
祭
典
に
参

　
列
し
て
下
さ
い
。

　
六
月
二
十
一
日
総
代
就
任
奉
告
祭
の
後
、
総

代
会
に
於
い
て
、
責
任
役
員
及
び
総
代
の
任

期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、
左
記
の
方
々

が
就
任
し
、
今
年
か
ら
四
年
間
氏
子
の
代
表

と
し
て
神
社
の
諸
行
事
に
参
画
し
、
お
世
話

を
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
記

【
責
任
役
員
】

　
総
代 

安
原
　
昇
［
総
代
長
］（
塩
津
）

　
総
代 

藤
原
道
明
［
副
総
代
長
］（
早
高
南
）

　
総
代 

小
郷
正
廣
（
金
田
）

　
総
代 

眞
鍋
秀
夫
（
帯
高
三
丁
割
）　
　

　
総
代 

永
原
耕
吉 ［
会
計
］ （
宮
崎
・
下
野
）

　
総
代 

小
橋
健
太
郎
（
船
本
）

　
総
代 

溝
手
昇
司

　
　
　（
下
前
潟
・
久
々
原
・
三
軒
地
）

　
総
代 

小
野
玲
一
（
西
田
）

【
総
代
】

　
安
原
益
重
［
監
事
］（
早
高
北
）　
　

　
渡
辺
正
明
［
監
事
］（
片
田
）

　
綱
島
　
全
（
前
潟
）

　
今
田
　
寛
（
弁
才
天
）

　
大
崎
靖
信
（
高
須
賀
）

　
渡
邉
武
志
（
長
津
）

　
渡
辺
　
旭
（
市
場
）

　
竹
内
　
寿
（
帯
高
南
古
開
）

　
佐
藤
啓
市
（
塩
地
・
花
町
）

　
澤
田
光
正
（
無
津
）

　
船
越
　
猛
（
頓
行
・
小
浜
）

　
草
野
岩
男
「
総
代
代
理
」（
中
帯
江
）

責
任
役
員
・
総
代
の
就
任

就任した責任役員と総代


